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第６回海運・舶用工業懇談会 議事概要

（一社）日本舶用工業会

日 時：平成３０年１０月４日（木） １６：００～１７：３０

場 所：東海大学校友会館「阿蘇の間」

出 席 者：（順不同）

〔海運会社〕

イイノマリンサービス㈱、NSユナイテッド海運㈱、川崎汽船㈱、㈱商船三井、第一中央

汽船㈱、日本郵船㈱

〔日本舶用工業会〕

大洋電機㈱、ナカシマプロペラ㈱、ダイハツディーゼル㈱、富士貿易㈱、古野電気㈱、東

京計器㈱、阪神内燃機工業㈱、ヤンマー㈱、かもめプロペラ㈱、㈱マツイ、㈱シンコー、

㈱マキタ、潮冷熱㈱、渦潮電機㈱、㈱三井Ｅ＆Ｓマシナリー、ボルカノ㈱、三菱重工マリ

ンマシナリ㈱、日新興業㈱、㈱カシワテック、神奈川機器工業㈱、㈱ササクラ、ヒエン電

工㈱、大洋電機㈱、伊吹工業㈱、㈱テクノカシワ

〔事務局〕(一社)日本舶用工業会

配布資料：日本舶用工業会 活動状況

懇談概要：

事務局による出席者紹介、山田会長挨拶の後、懇談に入った。

１．日本舶用工業会の活動等について

事務局から、資料に基づき日本舶用工業会の活動等の説明があった。

２．海運会社における新造船計画、GHG削減戦略及び自動運航船等への取り組み、舶用工業

界への要望等について

海運各社より、新造船計画等について説明があった。主な内容は次のとおり。

《新造船計画》

・風力発電周りの設置船やサポート船は、これまでのノウハウが使えるので、いい案件

があれば取り組みたい。

・GHG削減に対応してLNG燃料船を仕込んで行きたいと考えている。まず、タグから始め

ることとしており、来年、LNG燃料タグが出来る。また、LNG燃料フェリーもやりたい

と考えている。

・バルカーの不定期のマーケットの中で、不確定な環境規制を先取りして高額な設備投

資をすることは、将来、負の遺産になりかねず、難しい判断を求められる。

《GHG削減戦略》

・新規ルールへの対応が、安価で、シンプルになるよう、船社、造船所、メーカーでベス

トな船を話し合って行きたい。2020年のSOx問題だけでなく、2030年、2050年のGHG

問題も見据えて、どの様な船が理想的かを、今のうちから選んでいく時期にきている。

・GHG削減は、特に2050年の総量規制になるとハードだけの対応は難しい。船会社もオ

ペレーションの努力を行っているが、データの活用が貴重になってくる。AISのデータ

で、全世界的な動きから船の適正、かつ、適切な動かし方を考えている人もあり、この

様なことに一緒に取り組んで行きたい。
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《SOx規制》

・2020 年の SOx 規制では、9 割の船は規制適合油を使うことになると思われるが、未だ

に新しい燃料の規格が見えてこない。秘密保持契約で動いている感じもあるが、エン

ジンメーカーは、どの様な対策が必要なのか、研究している情報を早めにオープンに

して頂きたい。2019 年の 9 月、10 月には燃料を積み替えないと、2020 年 1 月の規制

に間に合わないので、早めにクリアーにしなければならない問題と位置付け、各社と

情報交換している。

・ヒューストンバンカー油の問題で、船主の船が太平洋の真ん中で動かなくなってしま

ったが、今後の SOx 規制では、一刻も早く低硫黄燃料の規格と基準が出て、それに対

する対応が重要な課題であり、メーカーを含め一緒に取組んで行きたい。

《自動運航船》

・自動運航船について、最初は自律運航の無人船でやっていたが、小型の内航船と外航

船とではやることが分かれてきたと感じている。小型の内航船は、人手不足の問題と

電波が届くことから、自律、無人、ラジコンのものが、離島関係から出てくると思う。

もしかしたら、アマゾンの様なところがやるかもしれない。外航船は、車で言えば、車

庫入れ、交差点に相当する部分は自動がいいと思われる。ただし、輻輳海域で人がい

なくなることは考えていないが、夜間や AIS に表示されないものの見える化による船

員の負担軽減の方向に向かっている。エンジンルームも予兆診断や予防、故障したと

きに簡単に直せることを、日舶工と積極的にやって行きたい。

《IMO規制》

・船体への海洋生物の付着、プラスチック海洋ゴミ、水中騒音が IMO に提起され、技術

的に可能であればルール化されるという流れにあり、新造船のコストアップになって

いる。このため、新造船を造るよりも、古い船を長く使ったほうが良いというイメー

ジが出来つつある様に感じる。

・社船へのバラスト処理装置の搭載はほぼ終わり、スクラバーのレトロフィットは来年

から改造工事に入るが、SOx、NOx、GHGと環境規制の中で、不定期船事業が成り立つの

か不透明な時代に入る。海運事業の継続には、ルール動向に注目し、対策の検討が大

きな命題と考えている。

《日舶工への要望》

・制御監視システムや通信システムの発展は目覚しいが、機器そのものはあまり変わっ

ておらず、故障は後を絶たない。機器本来の耐久性、信頼性の向上に引き続き力を入

れて欲しい。

・新造船だけでなく、レトロフィットにも協力頂きたい。最近ではスクラバー、バラス

ト処理装置がレトロフィットであり、GHG 削減でも省エネのためのレトロフィットが

始まると思われる。レトロフィットになると、国内に設計会社がないのが頭の痛いと

ころ。

・日舶工はグローバル戦略で海外での広い知見を有しているので、この分野での情報交

換を引き続きお願いしたい。

・ユーザーニーズ型技術開発課題では、船社からのニーズに対して、日舶工から、これ

は話にならない、もう少し頑張れば行けそうなど、一歩先を見越した意見交換を行わ

せて欲しい。これまでは出来上がった船を買ってる感じが強かったが、これからは製

品化する前の段階で意見交換をさせて頂きたい。

《その他》

・台風の影響で関西空港が浸水し、シンガポールに入渠する予定の LNG 船用のかなりの

部品が足止めされた。このため、緊急で再手配したが、メーカーが在庫を抱えていな
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かったり、受注してから生産したりするため、間に合うものはほとんどなかった。必

要な部品は納期が 1 ヶ月かかるため、LNG 船の工事内容等を大幅に変更せざるを得な

かった。メーカーの内情も分かっているが、緊急時に必要な重要部品のストックの検

討をお願いしたい。

３．意見交換

海運会社からの説明の後、自動運航船、SOx規制への対応等について意見交換が行われ

た。

４．閉会

閉会にあたり、木下政策委員長から挨拶があった。

以上




























































